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原 著

カ ル ボ ー ル 及 縢 に 就 て

(第2報)陽 性反慮の現れ方と時間及び温度との関係に就て

国立小諸高原療養所(所長 阪本享吉)

藤 岡 萬 雄

(本報告の要旨lt第25回日本結核病学会総会に於て演述

した)

緒 言

丸山教授及び共洞研究者はカルボール加生理的食塩水

が結核患者血清に対 し選択的に反応する事実 を報 告 し

た(1)。私 はさきに既の追試 を 行い、第1報 ② に於て

0・5%、1・O%、1・5%の 各濃度のカルボール加生理的食塩

水によるカルボール反応は結核患者血清に選択的に陽性

ではないが、1.0%と1。5%の ものによる場合は病者

血清と健康者血清との間には灘 のある事を鱗 した・

荷此の実験に際して、判定の時間及び温度条件に就て種

々検討を行つたので其の結果に就て報告する。

1判 定時間に就て

実験方法

国立小諸高原療養所(旧 東一小諸分院)の 入院及び外来

の各種疾患々者79名 に就てO・5%、1・0%、1・5%の 各

濃度のカルボール加生理的食塩水を用いてカルボール反

応を行い、室温(11。C-28。B)に 於で1時 彫 整、2時 間

後・3時 間後・5時 間後及び10余 時問後に夫 ヒ判定を

行つた◎

爾実施に際 しては第1報 に於けると同様に原法に忠実

に従つた。

笑験成績

一〇.5%、1.0%、1・5%の 各濃度の試薬によるカルボ・…ル

反応の陽性例に就て、夫 嵐の陽性反応の現れ方を時聞の

経過を追つて検討すると、第1表 の如 くになる。即ち

(1)0・5%の 試 薬を使用 した場合は、1時 間後に於

ては陽性11例 であるが、2ギ3、5時 聞後に於ては陽

性は何れも13例 である。従つて此の場合判定時聞は1

時間後以降少 くとも5時 間後までの聞は何時で も良い訳

である。

(2)1・0%の 試薬を使用 した場合は1時 聞後に於て

'

第1表 陽性反応の現れ方 と時間 との関係

一_ 誌

1時 間 後

2時 欄 後

陽 性 例 薮

0.5%

11

13

3時 間 後 13

1.0%

31

37

一38

5時 間 後 13 38
/

1.5%

37

40

43

43

は陽性は31例 であるが、2時 聞後では37例 とな り、

3時 間後及び5時 間後に於ては何れも38例 となる。従

つて既の場合判定時欄は2時 間以降少 くとも5時 間後ま

での間が良い訳である◎ 魅
ザ

(3)1.5%の 試薬を使用 した場合は、1時 聞後に於

ては陽性は37例 であるが、2時 間後には40例 、3時

聞後及び5時 聞後に於ては何れ も43例 となる。従つて

既の場合判定時間は2時 聞後以降少 くとも5時 閥後まで

の間が良い訳であるo
篤'

(4)以 上(1)、(2)、(3)の 結果により、陽性反応

は時間の経過と共に其の現れ方が増加するが、2時 間後 ◇

以降少 くとも5時 間後までの聞は殆ど不変になるから、

判定の蒔聞は2時 間後以降少くとも5時 聞饅までの間が
な

適当であると考えられる◎

(5)躰 の反応に於ては重層 した試薬と血清との接触

面に白い輪層の出来たものを陽性とするのであるが、村

田氏反応の場合と異つて白い輸層は血清側に生ずる。此

の白い輪層の幅は時間の経過と共に 広 く並つ明瞭 とな
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る。私の実験に於ては白色輪層の幅は5時 間後に於ては

1時 聞後のそれの2-3倍 とな り且つ明瞭となるが、1③

時間以上経つと幅は益 親増大 し沈降管の底にまで達する

.もの もあるが・その色は薄 く、模糊と五て反つて甚だ見

難 くな り・一見陰性の如 くになるものが多かつた。
で

(2)血 清 の上に試薬を軍層 した際、試薬側に広 く白

色溺濁を生 じたり、父試薬と血溝の接触面の試薬側に細

い白色輪を生 じた りする場合があり、此等の反応は10時

間以上経過 しても殆んど変化を示さないのであるが、此

等の反応は陽性とは認めなかつた。

小括

丸山教授等は 「陽性の輪層は時聞の経過 と共に次第に

明瞭 となり、2乃 至3時 聞経過後 も街且つ明瞭に認める

箏が出来る」と述べ、「陽性の程度は1-2時 間経過後現

われる白色輪層の幅の広 さに依つて決定する」と述ぺて

いるが、以上の如き実験の結果より私は2乃 至5時 澗後

に判定するのが適用であると考える。

豆 陽性 反磨の現れ方 と温 度との関係

笑験方法

O・5%、.1・O%、1・5%の 各 濃度の試薬によるカルボール

反応を同一患者血清に就て、同時に2組 宛行い、其の1

組 は室温に、他の1組 は37。Cの 値温槽申に置き、両者

に就て陽性反応の現れ方を比較検討 した◎又同様の笑験

を室温と0◎Cの 氷室内とに就て行つた。爾判定の時間
'は(1)の 結論に従つて3時 聞後に一定 した。

実験成績

(A)室 温 と37。Cと の比較

O・5%、1・0%、1・5%の 各濃度の試薬によるカルポール

反応55例 中の陽性例に就て、室温と37。Cと に於みる.

腸僅反応の現れ方を比較すると第2表 の如くになる。即

ちo%

第2表 室温 と37。Cと に於ける陽性反応の現

れ方の此較

(2)1.0%の 試薬を使用 した場合は、室温では陽性

30例 に対 し、37。Cで は陽性31例 となつた。

(3)1・5%の 試薬を使用 した場合は、室温では陽性

32例 に対 し、37。Cで は陽性35例 となつた。

(4)以 上(1)、(2)、(3)の 結果により、0・5%、

1・0%、1・5%の 各濃度の試薬の場合、飽 温と37ecと に

於ける陽性反応の現れ方を比較すると、両者の間に差は

認められない。 ・

(B)室 温 と0◎Cと の比較
wO ・5%、1・0%、1・5%の 各濃度の試薬によるカルボ飼ル

反応41例 中の陽性例に就て、室温と0。Cと に於ける、

陽性反応の現れ方を比較すると、第3表 の如くになる。

即ち。

条3表 室温 と0。C一 とに於ける陽性反応

の現れ方の比較

1
カル瀞一＼
・ ル濃度

濃度

陽 性 例 数

α5% 1・0% 1・5%

室温 3 18 20

～,

℃。C 5 17 19

＼
、、

温度

カル ホr-＼
・ ル濃 度'
＼
＼

＼

室温

370C

陽 性 例 数

O・5%

13

12

1.O%

30

31

1.5%

32

35

(1)O・5%の 試薬を使用 した場合は、室温では陽性

18例 に封 し、37。Cで は陽性12例 となつた。

(1)0・5%の 試薬を使用 した場合は、室温では陽性'

3例 に対 し、0。Gで は陽性5例 であつた。

(2)1・0%の 試薬を使用 した場合は、室温では陽性

18例 に対 し、0。Cで は陽性17例 であつた。

(3)1・5%の 試薬を使用 した場合は、室温では陽性

20例 に対 し、0。Cで は陽性19例 であつた。

(4)以 上(1)、(2)、(3)の 結果より、0・5%、1。0

%1・5%の 各濃度の試薬の場合、室温と0。Cと に於

ける陽性反応の現れ方を比較すると、両者の聞に差は認

められない。

小括 昏.

本 カルポール反応の原法}…於ては温度条件に就て全然

言及 していないが、以上の実験の結果か ら、37。Cに 於

て も、室温(11。C-28。C)に 於て も・OOCに 於 ても■

その陽性厘応の現れ方には差違は認められない。

皿 陽性反慮の輪層の幅と温度との関係

実験方法

1・5%の 試薬を用いて55例 のカルボール反応を岡一

血、漕に就て2組 宛行いs1組 を室温(11。C--28。C)に 、・

他の1組 を37。Cの 恒温槽中に置き、3時 間 後 に判定

一_-2働 一__
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しb陽 性例32例 に就き、其の輪層の幅を同一血清に就

て・37。Cの ものと、室温の ものとを比較 した。又同様

に1・5%の 試薬を用いて41例 のカルボール反応を同

一血清に就て2組 宛行い、1組 を室温(11。C-2S。C)に 、

他の1組 を0。Cの 氷室中に置き、3時 間後に判定 し、

陽性勿20例 に就き、その輪層の幅を同一血清に就き、

室温のものと、0。Cの ものとを比較 した。

笑験成績 験'

(1)室 温 と37。Cと に於ける陽性反応の輪層の幅の

比較

笑験成績は第4表 の如 くであるが、陽性32例 の内、

輪層の幅が37。Cの 方が室温より広い もの17例 、両者

第4表 室温と37。Cと に於ける陽性反応 ・

の輸層の幅の比較

い方が広い。

輪層の幅

＼

広 い もの

室温 7

等 しい も狭 い もの
の

S 17i

総

370C 17 8 7

等 しいもの8例 、37。Cの ヂが室温 より狭い もの7例 で

ある。従つて輪層の幅は室温より37。Cの 方が広い◎

(2)室 温 と0。Cと に於ける陽性反応の輪層の幅の

比較

実験成績は第5表 の如 くであるが、陽控20例 の内、

メ

第5表 室温と0◎Cと に於ける陽性反応

の輪層の幅の比較

括

カルボール反応の判定時聞は原法に於ては1乃 至2時

間になつているが、私の実験結果によると、0・5%の 試

薬の場合を除き、1・0%、1・5%の 各濃度の場合は2時 聞

以降少 くとも5時 間経過後までが適当であり、又陽性反

応の輪層の幅は時間の経過に従つて広 くなり、5時 間後

に於ては1時 聞後の其の2--3倍 とな り、且つ明瞭とな

るが、更に10余 時間陵になると幅は益1広 くなるが色

が薄 くな り、甚だ見難 くザー見陰性の如くになる事が明

かとなつた。又温度条件に就ては、原法では全然触れて

いないがb37◎Cと 室温(11XC-28。9)と0。Cの 比較

では陽性率を盤右する程の差異は認められないが、陽性

反応の輪層の幅が0。Cよ り室温、室温よりは37◎Cの

方が広 くなる事が判つた◎以上の所見を綜合すると・判

定時聞は2乃 至5時 聞後が良いが、なるべ く5時 間近 く

の方が輪層の幅が広 《て判定が容易であり、又同様な理

由から温度はなるべ く高い方(37◎C前 後)が 望 ましいと

考えられる。

結 論

カルボール反応実施時の温度は高い方(37。C前後)が

反応が見易く、文判定時間は2時 間後以降なるべく5時

間後近くが適当である◎〆 ・

御懇篤なる御指導を賜つた国立小諸高原療養所長阪本

享吉先生、東京大学北本治助教授に深謝し、御校閲を賜

つた沖中重雄教授国立東京第一病院長坂口康藏名誉教授

に謹謝する。
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(2)藤 岡万雄:結 核

輪層の幅が、室温(11。C-28◎C)の 方が0◎Cよ り広い

もの15例 、両者等 しい もの3例 、室温の方が0。Cよ

り挾いもの2例 である◎従つて輪層の幅は0◎Cよ り室

温(11。C-28。C)方 が広い。

小括`

腸性反応 の輪層の幅は0◎Cに 於けるよりも室温(11。C

-28。C)に 於 ける方が広 く、室温に於けるよりも37。C

に於ける方が広い。即ち陽性反応の輪層の幅は温度の高
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